
＜実施内容＞

＜記録写真＞

参加者の記念写真 イチジクを使った特産品詰め合わせ 特産品を使った料理

＜参加者からのコメント＞
外国人留学生 外国人留学生

This event was totally a wonderful opportunity for us to
have a new experience joining online tour. It was all
organized really well and I felt the vibes like attending real
tour with a really great interaction. Thanks for coming up
with this creative and innovative idea during this pandemic.
It was very insightful!
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This event was very impressive. It is difficult to
conduct an online event, let alone an online tour.
The conversations with local were great, and the
food was delicious. I truly want to visit this city
soon.

　東京大学大学院新領域創成科学研究科の学生が「環境エネルギー」を契機とする地域づくりについて研究して
きた成果を生かし、留学生の目線を生かして、福島県新地町におけるwith/afterコロナ時代の新たな地域づくりの
あり方を実践する交流会を実施しました。具体的には、令和3（2021）年1月23日（土）に、東京大学大学院新領域
創成科学研究科と福島県新地町の共催により、「新地町民＆東大生限定オンラインツアー (Special Online Tour
exclusively for Shinchi town people & Todai students)」という名称の交流会を開催しました。
　本プログラムは、オンライン（Zoom）で参加者と新地町関係者をつなぎ、リモートで新地の観光スポットを訪問した
り新地町の住民の方たち（生産・販売・飲食業などを営む町民、新地町役場・観光協会の職員など）と交流をしたり
新地町の特産品を一緒に食したりすることで、with/afterコロナ時代の新たな「観光」・「情報発信」・「特産品販売」・
「交流」などのあり方について、留学生と地域の方々が実際に一緒に体験しながら意見交換を行うことを目的に行
いました。
　参加者には事前にイチジクを使用した新地町特産品を送付し、当日はオンラインで新地町の風土、産業、震災復
興の歩み、農産品直売所の歴史、新地町の食文化などの説明を聞きながら実食することができました。その結
果、テレビやビデオで観るだけとは大きく異なった臨場感を感じることができるような地域住民主体のオンラインツ
アーが実現でき、留学生にとっては地域について多角的な学びを深めることができました。終始和やかな雰囲気
で、通訳を挟んでチャットなども活用しながら地域の方の説明を聞いたり質疑応答を行ったり談笑したりでき、
with/afterコロナ時代における新たな手法としての可能性も再認識することもできました。
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団体名 東京大学大学院新領域創成科学研究科

23

合計

28 名

事業名

実施期間

場　　　所

6
参加者数

福島県新地町における「環境エネルギーまちづくり」学びの交流会

令和3（2021）年1月23日（土）

福島県新地町、オンライン

外国人留学生 その他外国人 日本人学生 地域住民
スタッフ

大学関係者
その他

（来場者等）
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